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「ふるさと中通を愛し、主体的に考え行動する子ども」

学校だよりの10月号でもお伝えしたように、昨年度・今年度、当校では特に「地域学習」に力を注いでいま
す。一昨年度は、新型コロナウイルス感染症が広がり始めた1年目でしたので、感染予防の観点から、「地域
学習」はほぼ中止となりました。その1年の経験をとおして、当校は小規模校であることから、感染対策を十分
に工夫すれば「地域学習」はできるという知見を得ることができました。そのため、昨年度・今年度と「地域学
習」を復活させ、標題の当校の重点目標に迫ろうと取り組んでおります。
「地域学習」に注力することで、地域のことをより深く知り、地域との関わりがより深まるほど、重点目標の
「ふるさと中通を愛する子ども」が育ってきていることを実感しております。また、自分たちの生活の基盤である
地域を学習内容に取り上げることで、重点目標の「自分たちで主体的に考えて行動しようとする子ども」が
育ってきていることも実感しております。11月の５・6年生と３・４年生の活動から紹介いたします。

※ 中通小ホームページから学校だよりの
カラー版を閲覧することができます。

５・６年生は、自分たちのふるさと中通がより良いまちであってほしいという願いから、地域の

皆様にアンケート調査を行いました。その結果を分析しながら、自分たちにも地域のために何かで
きないかと考え、町内の清掃活動をすることにしました。これまでに下谷地遺跡・長橋の池周辺や
曽地地区の清掃活動を行いましたが、11月に入って花田・飯塚・吉井方面の清掃活動を実施しまし
た。事前に地域の方々にもお知らせしたことで、たくさんの地域ボランティアの方々が一緒に活動
してくださいました。子どもたちが想像していたほどごみは落ちておらず、かえってごみが少ない
中通地区を知ることができ、誇りに思えました。また、あまりごみが落ちていないことから、清掃
活動の意義に疑問符が打たれましたが、参加してくださった地域ボランティアの方から、「子ども
たちがこうやって地域と関わってくれることに意義がある。地域が元気になる。」と、温かいお言
葉をいただきました。

11月14日（月）は、コミセン祭りに参加させていただき、ステージ発表をしました。まず始めに、
総合的な学習の時間に取り組んできた学習内容を紹介しました。地域にアンケート調査をお願いし
た結果を紹介したり、中通小学校に関するクイズを出したりしました。クイズでは、参観していた
だいた地域の皆様から笑い声が溢れるなど、楽しいひとときとなりました。続いて、合奏「クラッ
ピング ファンタジー 楽しいマーチ」と合唱「この星に生まれて」を披露しました。たくさんの
温かい拍手をいただき、「地域の皆様に、元気を届けることができた！」と、子どもたちは満足し
た様子でした。

５・６年生「中通の今・未来」



１２月の予定
１日（木） 希望個別懇談① B校時
２日（金） 希望個別懇談② B校時

児童集会
５日（月） 人権教育強調週間(～９日)
７日（水） 全校集会

若葉班会議
８日（木） ソフィアセンター移動図書館
９日（金） 図書貸出最終日

縄跳び大会
12日（月） 学力調査（国、理）

地区子ども会
13日（火） 学力調査（算、社）
14日（水） 児童集会 若葉班会議

委員会
15日（木） 冬休み前清掃強調日
16日（金） 図書返却最終日

19日（月） スクールカウンセラー来校
冬休み用図書貸出（～21日）
避難訓練（不審者対応）

20日（火） 若葉祭（２・３限）
22日（木） 冬休み前清掃強調日
23日（金） 後期前半終了集会 ５限放課
24日（土） 冬季休業（～1月６日（金））

１月７・８日は週休日、
１月９日は成人の日のため、
後期後半は1月10日（火）から

※今後の新型コロナ
ウイルス感染予防対
策により、予定が変更
になることもございま
す。ご承知おき願いま
す。

当小学校区は、市内でもっとも「ため池」がたくさんある校区です。３・４年生は、これまでに

地域の「ため池」を何度も訪れ、「ため池」の秘密や「ため池」のおすすめポイントを調べてきま
した。これらの活動は、総合的な学習の時間の活動になります。一方で、３年生は国語で「報告す
る文章を書く」、４年生は国語で「新聞を書く」という学習があり、３年生と４年生とでは、国語
の授業の学習内容は異なります。そこで、書く文章の題材を「ため池」に統一することで、共通の
課題意識をもたせることができると考えました。子どもたちは、より良い文章にするために、お互
いの文章を読み合って、アドバイスをし合いました。ふるさと中通の「ため池」について、主体的
に話し合いを進め、作文を推敲していました。11月16日（水）、この３・４年生の国語の授業を公
開する「第43回新潟県へき地・複式教育研究大会 柏崎刈羽大会」が行われ、市内のみならず県内
各地から総勢27名の教職員が参加しました。参加した皆様に、子どもたちの生き生きと活動する姿
を参観していただくことができました。

授業の様子をＦＭピッカラさんが取材に来ていました。授業後のインタビューで、４年生の藏部

琉和さんが、「中通小学校の一番よいところを教えてください？」という質問に対して、「ボラン
ティアの人が多くて、ため池に行って詳しく教えてもらえてボランティアしてくれる地域の人がた
くさんいていいと思います。」と答えておりました。ふるさと中通を愛し、主体的に考える子ども
の育成につながっていることを実感しました。

３・４年生「いいこといっぱい！～中通のため池～」

ある日の地域での出来事

毎朝、曽地駐在所の金内巡査部長様が、鯨波宮川線の矢田・吉井・曽地の子どもたちの登校と、

国道８号線の曽地新田・飯塚・花田の子どもたちの登校を見守ってくださっています。 11月15日
（火）の朝、金内巡査部長様の他に二人の警察官が立っておりました。物々しい雰囲気に「事件か⁉
事故か⁉」と、心配になりお聞きしたところ、「金内（巡査部長）が勤務時間前にボランティアで登
校の見守り活動をしている姿を、通勤途中の車窓から見掛けました。その姿を署内に紹介したいと
思って写真を撮りに来たのです。」とのことでした。柏崎警察署内でも評価されるような方が、中
通の子どもたちのことを見守ってくださっているということを知り、とても嬉しく誇らしくなった
出来事でした。
金内巡査部長様、子どもたちのために、いつも本当にありがとうございます！


